
李
賀
（
七
九
〇
＼

八一
六）
の
「
雁
門
太
守
行」
（
呉
企
明
「
李

長
吉
歌
詩
編
年
箋
注」
中
華
書
局、

二
0―
二、
一
―
五
頁 、

以
下

「
箋
注」）
は、

次
の
よ
う
な
古
体
の
詩
で
あ
る。

黒
雲
圧
城
城
欲
拙

黒
雲
城
を
圧
し
て
城
描
け
ん
と
欲
し

甲
光
向
月
金
鱗
開

甲
光
月
に
向
か
っ
て
金
鱗
開
く

角
声
満
天
秋
色
裏

角
声
天
に
満
つ

秋
色
の
裏

塞
上
燕
脂
凝
夜
紫

塞
上
の
燕
脂

夜
紫
凝
る

半
捲
紅
旗
臨
易
水

半
ば
紅
旗
を
捲
い
て
易
水
に
臨
む

霜
重
鼓
寒
声
不
起

霜
重
く

鼓
寒
く
し
て
声
起
こ
ら
ず

報
君
黄
金
台
上
意

君
の
黄
金
台
上
の
意
に
報
い

提
携
玉
竜
為
君
死

玉
竜
を
提
携
し
て
君
の
為
に
死
せ
ん

こ
の
詩
は、
「
幽
閑
鼓
吹』
や
「
唐
拙
言』 、
「
唐
詩
紀
事』 、
「
太

平
広
記」
な
ど
が
載
せ
る
以
下
の
よ
う
な
話
柄
と
と
も
に
知
ら
れ
て

は
じ
め
に

李
賀
「
雁
門
太
守
行」

い
る。

(l)
 

こ
こ
で
は
『
幽
閑
鼓
吹』
か
ら
引
こ
う。

李
賀
以
歌
詩
謁
韓
吏
部。

吏
部
時
為
国
子
博
士
分
司 、

送
客

帰
極
困。

門
人
呈
巻。
解
帯
旋
読
之。

首
篇
「
雁
門
太
守
行」

曰 、
「
黒
雲
圧
城
城
欲
描 、

甲
光
向
日
金
鱗
開」 。

却
援
帯
命
遂

之
（
李
賀
歌
詩
を
以
て
韓
吏
部
に
謁
す。

吏
部
時
に
国
子
博
士

つ
か

分
司
為
り、

客
の
帰
る
を
送
っ
て
極
め
て
困
る。

門
人
巻
を
呈

つ
い

す。

帯
を
解
き
旋
で
之
を
読
む。

首
篇
の
「
雁
門
太
守
行」

に

日
く、
「
黒
雲
城
を
圧
し
て
城
推
け
ん
と
欲
し、

甲
光
日
に
向

か
っ
て
金
鱗
開
く」

と。

却
っ
て
帯
を
援
き
命
じ
て
之
を
遂
え

し
む） 。

こ
の
逸
話
が
事
実
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
疑
義
が
呈
さ

(

2
)
 

れ
て
い
る
が、

こ
う
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
い
か
に
も
あ
り
そ
う
な
で

き
ご
と
と
し
て
受
容
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
十
分
推
測
で
き

る。

韓
愈
が、

初
二
旬
を
見
た
だ
け
で
李
賀
を
迎
え
る
た
め
に
帯
を

締
め
な
お
し
た
と
読
め
る
点
に
も
留
意
し
た
い。
詩
全
体
を
通
読
し

の
初
二
句
に
つ
い
て

小

田

健

太

(52) 



て
初
め
て
理
解
さ
れ
る
結
構
や
内
容
で
は
な
く、

初
二
句
の
独
立
的

な
完
成
度
の
高
さ
を
韓
愈
が
認
め
た
こ
と
を
示
唆
す
る
か
ら
で
あ
る。

現
実
的
に
は
や
は
り

全
体
を
読
ん
で
い
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ

ろ
う
が、

そ
う
だ
と
し
て
も、

初
二
旬
が
一
篇
の
中
心
的
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
と
韓
愈
が
考
え
て
い
た
こ
と
は
動
か
な
い。

本
論
で
は、

初
二
旬
が
詩
全
体
の
中
で
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
か
と

い
う
点
に
つ
い
て
は
ひ
と
ま
ず
措
き、

二
旬
そ
の
も
の
の
表
現
上
の

特
質
に
焦
点
を
絞
っ
て
行
論
し
て
い
く
こ
と
と
す
る。

『
幽
閑
鼓
吹』
と
同
様
に
「
雁
門
太
守
行」
の
初
二
旬
を
取
り
上

げ
た
記
事
と
し
て、

楊
慎
「
升
庵
詩
話」
巻
九
の
「
黒
雲」

の
条
に

は、

実
景
に
忠
実
で
あ
る
か
否
か
と
い
う
側
面
か
ら、

二
旬
に
対
す

(3)
 

る
批
判
的
な
見
解
と
擁
護
す
る
意
見
と
が
記
さ
れ
て
い
る。

唐、

李
賀
「
雁
門
太
守
行」
首
句
云 、
「
…
…」 。

『
拙
言」
謂、

「
…
…」 。

宋、

王
介
甫
云 、
「
此
児
誤
牟 。

方
黒
雲
圧
城 、

臨

(4)
 

有
向
日
之
甲
光
也」 。

或
問
此
詩、
「
韓
・

王
二
公
去
取
不
同、

誰
為
是」 。

余
日 、
「
宋
老
頭
巾
不
知
詩。

凡
兵
囲
城 、

必
有
怪

(5)
 

雲
・

変
気。

昔
人
賦
鴻
門
有
『
東
竜
白
日
西
竜
雨」
之
旬、

解

(6)
 

此
意
癸 。

余
在
漠 、

値
安
・

鳳
之
変、

居
囲
城
中、

見
日
量
両

重、

黒
雲
如
蚊
在
其
側 、

始
信
賀
之
詩
善
状
物
也」
（
唐、

李

賀
の
「
雁
門
太
守
行」
の
首
旬
に
云
う、
「
…
…」
と。
「
菰
言」

に
謂
う、
「
…
…」
と。

宋、

王
介
甫
云
う、
「
此
の
児
誤
れ
り。

あ
た

黒
雲
城
を
圧
す
る
に
方
っ
て、

燦
日
に
向
か
う
の
甲
光
有
ら
ん

や」

と。

或
ひ
と
此
の
詩
を
問
う、
「
韓
・

王
の
二
公
は
去
取

同
じ
か
ら
ず、

誰
か
是
と
為
す
や」
と。

余
曰
う、
「
宋
の
老

頭
巾
は
詩
を
知
ら
ず。

凡
そ
兵
城
を
囲
む
や、

必
ず
怪
雲
・

変

気
有
り。

昔
人
鴻
門
を
賦
す
る
に
『
東
竜
の
白
日
西
竜
の
雨』

て
ん

の
旬
有
り、

此
の
意
を
解
か
ん。

余
漢
に
在
っ
て、

安
・

鳳
の

あ

ふ
た

変
に
値
い、

囲
城
中
に
居
り、

日
景
両
つ
な
が
ら
重
な
り、

黒

雲
鮫
の
如
く

其
の
側
に
在
る
を
見
て、

始
め
て
賀
の
詩
の
善
く

か
た
ど

物
を
状
る
を
信
ず
る
な
り」

と） 。

楊
慎
は
ま
ず
「
唐
拙
言」
の
逸
話
を
引
い
た
上
で、

二
旬
に
対
す

る
王
安
石
の
発
言
を
載
せ
る。
王
安
石
は、

雲
が
厚
く
垂
れ
こ
め
て

い
る
の
に、

ど
う
し
て
太
陽
に
向
か
っ
て
甲
冑
の
光
が
反
射
す
る
と

い
う
の
か
と
い
っ
て、

二
旬
の
描
写
に
実
景
と
し
て
の
整
合
性
が
認

め
ら
れ
な
い
こ
と
を
も
っ
て
李
賀
を
批
判
し、
「
此
の
児
誤
れ
り」

と
子
供
扱
い
す
る。

楊
慎
は、

韓
愈
と
王
安
石
の
ど
ち
ら
が
正
し
い

の
か
と
あ
る
人
に
問
わ
れ
た
と
こ
ろ、
「
宋
の
老
頭
巾
は
詩
を
知
ら

ず」
と、

王
安
石
を
痛
烈
に
非
難
し
た。

そ
の
根
拠
の―
つ
は、

楊

維
禎
の
詩
に、
「
東
竜
の
白
日
西
竜
の
雨」

と
あ
る
よ
う
に、

太
陽

と
雨
が
同
時
に
詠
じ
ら
れ
た
例
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る。

も
う

―
つ
は、

楊
慎
自
身
の
経
験
と
し
て、

戦
乱
の
と
き
に
は
太
陽
の
量

が
二
重
に
か
す
ん
で
見
え、

そ
の
傍
ら
に
は
黒
雲
も
湧
き
起
こ
っ
て

(53) 



「
黒
雲
圧
城
城
欲
催」

に
つ
い
て

い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る。

こ
こ
で
は、
「
雁
門
太
守
行」

第
二
句

(

7
)
 

の
「
月」

を
「
日」

に
作
っ
て
議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が、

実
景

と
し
て
あ
り
え
る
か
否
か
を
論
点
に
据
え
る
限
り、
「
月」

に
作
っ

た
場
合
で
も
同
様
の
結
論
が
導
き
出
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察

さ
れ
る。

王
安
石
と
楊
慎
の
見
解
の
当
否
は
措
く
と
し
て
も、
「
雁
門
太
守

行」

の
初
二
旬
が
後
世
長
く

注
目
さ
れ
続
け
て
い
た
の
は
確
か
で
あ

る。

し
か
し、

具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
点
に
二
旬
の
特
徴
が
あ
る

か
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い。

そ
こ
で
本
論
で
は、

モ

チ
ー
フ
や
語
彙 、

ま
た
は
そ
の
組
み
合
わ
せ
と
い
っ
た
観
点
か
ら
二

旬
の
特
質
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る。

特
に
難
解
な
語

も
用
い
て
お
ら
ず、

平
易
な
よ
う
に
も
見
え
る
だ
け
に、

果
た
し
て

ど
の
あ
た
り
に
韓
愈
を
驚
か
せ
た
よ
う
な
特
質
が
潜
ん
で
い
る
か
を

(
8)

 

探
る
た
め
に
は、

李
賀
以
前
の
類
例
と
比
較
す
る
必
要
が
あ
ろ
う。

ま
ず
は
「
雁
門
太
守
行」

の
第
一
旬
に
つ
い
て
考
察
し
た
い。

「
黒
雲」
の
語
は
早
く
か
ら
詩
に
用
い
ら
れ
て
い
る。

無
名
氏
「
風

雨
詩」
（

逸
欽
立
『
先
秦
漢
魏
晋
南
北
朝
詩』
中
華
書
局 、

一
九
八
三、

「
全
漢
詩」

巻
―
二、

全
八
旬）

の
冒
頭
に
は、

太
陽
を
遮
る
も
の

と
し
て
「
黒
雲」

が
用
い
ら
れ
て
い
る。

日
不
顕
目
合
黒
雲
多

月
不
見
視
合
風
非
沙

月
は
見
視
え
ず
し
て
風
は
沙
に
非
ず

こ
れ
以
降 、

し
ば
ら
く
は
「
黒
雲」

の
語
が
詩
中
に
用
い
ら
れ
る

こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る。
「
風
雨
詩」

の
次
に
「
黒
雲」

の

語
が
詩
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は、

呉
均
（

四
六
九
＼

五
二
0)

の

「
戦
城
南
（

陪
上
何
誼
誼）」
（「
全
梁
詩」

巻
一
0 、

全
六
旬）

で
あ

る。

戦
場
に
浮
か
ぶ
「
黒
雲」

が
詠
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は、

そ
れ
ほ
ど
早
く
は
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る。

3
黒
雲
蔵
趙
樹

黒
雲

趙
樹
を
蔵
し

‘、’ノ4
 
5
 

ヽ

�

4
黄
塵
埋
隈
根

黄
塵

隈
根
を
埋
む

黒
い
雲
が、

趙
の
地
方
の
樹
木
を
覆
い
隠
す
よ
う
に
濁
き
起
こ
り、

黄
色
い
塵
が、

現
在
の
甘
粛
省
一
帯
を
埋
没
さ
せ
て
し
ま
う
よ
う
に

舞
っ
て
い
る
と
い
う。
「
風
雨
詩」

と
同
じ
よ
う
に、
「
黒
雲」

は
視

界
を
遮
る
よ
う
な
不
透
明
さ
の
表
象
と
な
っ
て
い
る。

庚
肩
吾
「
登
城
北
望
詩」
（「
全
梁
詩」

巻
二
三、

全
六
旬）

は、

「
黄
霧」

と
対
に
し
て
次
の
よ
う
に
詠
じ
て
い
る。

3
山
沈
黄
霧
裏

山
は
沈
む

黄
霧
の
裏

4
地
尽
黒
雲
中

地
は
尽
く

黒
雲
の
中

山
が
霧
に
包
ま
れ、

地
上
も
雲
に
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
光
景
を
詠
じ

て
い
る。

先
に
挙
げ
た
二
首
と
同
じ
よ
う
に、

こ
こ
で
の
「
黒
雲」

多
し

日
は
目
に
顕
ら
か
な
ら
ず
し
て
黒
雲



も
見
通
し
の
利
か
な
い
不
透
明
感
を
醸
し
出
し
て
い
る。

「
黒
雲」

の
語
は、

唐
代
に
入
っ
て
か
ら
も
戦
乱
の
場
面
に
用
い

ら
れ
る
傾
向
に
あ
る。

以
下
の
よ
う
な
例
が
そ
れ
に
該
当
す
る。

11
山
辺
畳
畳
黒
雲
飛

山
辺

畳
畳
と
し
て
黒
雲
飛
び

12
海
畔
苺
苺
青
草
死

海
畔

苺
苺
と
し
て
青
草
死
す

王
宏
「
従
軍
行」
（「
全
唐
詩」

巻
三
八、

全一
六
旬）

9
胡
兵
漢
騎
相
馳
逐

胡
兵

漢
騎

相
馳
逐
し

10
転
戦
孤
軍
西
海
北

転
戦

孤
軍

西
海
の
北

11
百
尺
施
竿
沈
黒
雲

百
尺
の
施
竿

黒
雲
に
沈
む

12
辺
茄
落
日
不
堪
聞

辺
節

落
日

聞
く
に
堪
え
ず

常
建
「
張
公
子
行」
（「
全
唐
詩」
巻一
四
四、

全―
二
旬）

3
黄
河
直
北
千
餘
里

黄
河

直
北

千
餘
里

4
冤
気
蒼
茫
成
黒
雲

冤
気

蒼
茫
と
し
て
黒
雲
を
成
す

常
建
「
塞
下
曲
四
首」
〈
其
三〉
（「
全
唐
詩」

巻一
四
四、

全
四
旬）

「
雁
門
太
守
行」

も
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
楽
府
に
し
ば
し
ば
用
い

ら
れ
た
語
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る。

王
宏
「
従
軍
行」
に
は
山
上
に

た
た
な
わ
る
「
黒
雲」

が、

常
建
「
張
公
子
行」

に
は
軍
旗
を
覆
い

隠
す
「
黒
雲」

が
そ
れ
ぞ
れ
詠
じ
ら
れ
て
い
る。

同
じ
く

常
建
の

「
塞
下
曲
四
首」
〈
其
三〉
は、

兵
士
た
ち
の
憤
怒
や
無
念
さ
が
「
黒

雲」
と
な
っ
て
湧
き
起
こ
っ
た、

と
い
う。

ま
た、

李
賀
と
同
様、
「
黒
雲」

と
月
を
対
に
構
成
し
て
詠
じ
た

例
も
あ
る。
銭
起
（
七
ニ
ニ
＼

七
八
0
?)
の
「
送
張
将
軍
征
西」

（
王
定
琉
「
銭
起
詩
集
校
注』

浙
江
古
籍
出
版
社、
一
九
九
二、

八

二
頁 、

全―
二
旬）
に、

っ
ち
ふ

5
戦
処
黒
雲
霊
潮
海

戦
処
の
黒
雲

潮
海
に
霜
り

わ
た

6
愁
中
明
月
度
陽
関

愁
中
の
明
月

陽
関
を
度
る

と
詠
じ
ら
れ
て
い
る
の
が
そ
れ
に
当
た
る。

た
だ
し
「
雁
門
太
守

行」
と
は
異
な
り、

城
郭
や
兵
士
の
甲
冑
な
ど
は
詠
じ
ら
れ
て
い
な

、

。

ヽ＞

こ
こ
ま
で、

李
賀
以
前
の
詩
に
お
け
る
「
黒
雲」

の
例
を
概
観
し

て
き
た。

戦
場
に
湧
き
起
こ
る
「
黒
雲」

は、

あ
る
対
象
を
遮
蔽
す

る
も
の
と
し
て
詠
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
あ
る。
「
風
雨
詩」

に
お
い
て
太
陽
を
隠
す
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ、

呉
均
「
戦
城
南」

で
は
木
々
を
す
っ
ぽ
り
と
包
み
こ
ん
で
い
る。

唐
代
に
お
い
て
も、

常
建
「
張
公
子
行」

で
は
丈
高
い
旗
織
が
「
黒
雲」

の
中
に
埋
没
し

て
い
る
様
子
が
詠
じ
ら
れ
て
い
る。

李
賀
「
雁
門
太
守
行」

の
よ
う

に、

対
象
を
壊
滅
さ
せ
る
か
の
よ
う
に
圧
迫
す
る
も
の
と
し
て
「
黒

雲」
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る。

た
だ
し、
「
黒
雲」

に
限
定
し
な
け
れ
ば、

雲
が
対
象
を
上
方
か

ら
圧
迫
す
る
と
い
っ
た
情
景
を
描
写
し
た
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き

る。

銭
起
の
「
広
徳
初、

婁
駕
出
関
後、

登
高
愁
望
二
首」
〈
其
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-
〉
（「
銭
起
詩
集
校
注」

え
て
い
る。

5
黄
雲
圧
城
閾

黄
雲

城
閾
を
圧
し

6
斜
照
移
焔
塁

斜
照

蜂
塁
に
移
る

広
徳
元
年
（
七
六
三）
十
月、

吐
蕃
の
軍
隊
が
関
中
を
侵
犯
し、

そ
れ
に
よ
っ
て
代
宗
が
映
州
（
河
南
省
三
門
峡
市
の
西）
に
移
っ
た

こ
と
を
傷
ん
だ
作
で
あ
る。

黄
色
い
雲
が
城
郭
を
圧
迫
す
る
よ
う
に

漂
い、

斜
陽
が
蜂
火
台
や
と
り
で
を
照
ら
し
出
す
と
い
う
の
で
あ
る。

「
黒
雲」

と
「
黄
雲」

と
い
う
違
い
は
あ
る
も
の
の、

李
賀
と
似
た

旬
作
り
と
な
っ
て
い
る。

類
例
は
李
賀
以
降
の
唐
詩
に
も
見
ら
れ
る。

例
え
ば、

温
庭
箔
（
八―
二
＼

八
七
0)
の
「
盤
石
寺
留
別
成
公」

（
劉
学
錯
『
温
庭
笥
全
集
校
注」
中
華
書
局、

二
0
0
七、

七
七
二
頁 、

全
八
旬）
に
は、
「
山
畳
楚
天
雲
圧
塞 、

浪
連
呉
苑
水
連
空
（
山
は

楚
天
に
畳
な
わ
っ
て
雲
は
塞
を
圧
し、

浪
は
呉
苑
に
連
な
り

水
は
空

に
連
な
る）」

と
詠
じ
ら
れ
て
い
る。

雲
が
対
象
を
圧
迫
す
る
よ
う
に
た
れ
下
が
る
光
景
を、
「
雲
＋
圧

＋
〔
対
象〕」

と
い
う
フ
レ
ー

ズ
に
よ
っ
て
詩
中
に
詠
じ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
盛
唐
の
頃
で
あ
り、

そ
の
後
中
唐
・

晩
唐
を
通
じ
て
用

い
ら
れ
続
け
た
よ
う
で
あ
る。

次
に、

李
賀
「
雁
門
太
守
行」

第一
旬
の
下
三
字
の
よ
う
に、

「
城」

と
「
推」

を一
旬
の
う
ち
に
取
り

入
れ
た
例
に
つ
い
て
検
討

―
二
頁 、

全―
二
句）
に
次
の
よ
う
に
見

し
た
い。

唐
代
以
前
の
詩
に
そ
う
し
た
例
は
見
受
け
ら
れ
な
い
た
め、

大
暦
期
（
七
六
六
＼

七
七
九）
の
詩
人
で
あ
る
鄭
丹
の
「
明
皇
帝
挽

歌」
（『
全
唐
詩」
巻
二
七
二、

全
八
旬）
が
早
い
例
と
い
う
こ
と
に

な
ろ
う。

宝
応
元
年
（
七
六
二）
四
月
に
崩
御
し
た
玄
宗
へ
の
挽
歌

で
あ
る。

5
地
惨
新
彊
理

地
は
惨
と
し
て
彊
理
新
た
に

ふ
る

6
城
推
旧
戦
功

城
は
推
け
て
戦
功
旧
し

玄
宗
生
前
の
功
績
を
回
顧
．

賛
美
し
た
一
聯
で
あ
り、

外
敵
の
城

壁
を
破
砕
す
る
よ
う
な
強
大
な
武
力
を
誇
っ
て
い
た
こ
と
を
「
城

推」

に
よ
っ
て
示
し
て
い
る
の
で
あ
る。

元
和
四
年
（
八
0
九）
の

作
と
さ
れ
る
元
棋
（
七
七
九
＼

八
三一
）
の
「
縛
戎
人」
（
楊
軍
「
元

⑮

棋
集
編
年
箋
注
（
詩
歌
巻）」
三
秦
出
版
社、

二
0
0
二、
一
三一
頁 、

全
五
八
句）
の
第
二
十
五
・

ニ
十
六
旬
に
も、
「
半
夜
城
推
鵡
雁
鳴、

妻
蹄
子
叫
曾
不
歌
（
半
夜
城
推
け
て
鶴
雁
鳴
き、

妻
暗
き
子
叫
び
曾

て
歌
ま
ず）」

と
い
う
よ
う
に
「
城
推」

が
見
え
て
い
る。

李
益
（
七
四
八
＼

八
二
九）
の
「
塞
下
曲
四
首」
〈
其
二〉
（
落
之

麟
「
李
益
詩
注」
上
海
古
籍
出
版
社、
一
九
八
四‘
1
0
五
頁 、

全

四
旬）
は
次
の
よ
う
に
詠
じ
ら
れ
て
い
る。

秦
築
長
城
城
已
推

秦
は
長
城
を
築
く
も
城
已
に
推
か
れ

漠
武
北
上
単
子
台

漢
武
は
北
の
か
た
単
子
の
台
に
上
る

古
来
征
戦
虜
不
尽

古
来

征
戦

虜
尽
き
ず



ま
た

今
日
還
復
天
兵
来

今
日
還
っ
て
復
天
兵
来
た
る

秦
・

漢
の
時
代
か
ら
繰
り

返
さ
れ
る
異
民
族
と
の
戦
い
に
思
い
を

い
た
し
た一
篇
で
あ
る。

第
一
旬
に
注
目
し
た
い。

第
四
・

五
字
に

「
城」

字
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
点、

そ
こ
か
ら
一
字
措
い
て
「
推」(9)

 

字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
点
で、

李
賀
詩
と
似
た
詩
旬
と
な
っ
て
い
る。
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李
賀
が
李
益
と
交
際
し
て
い
た
痕
跡
は
な
い
力 、

偶
然
の
一
致
と
は

い
い
切
れ
な
い
も
の
を
含
ん
で
お
り、

影
響
関
係
も
想
定
し
う
る
詩

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か。

こ
こ
ま
で、
「
雁
門
太
守
行」

第
一
旬
の
類
例
に
つ
い
て
検
討
を

加
え
て
き
た。
「
黒
雲」

の
語
は
漢
代
か
ら
詩
に
用
い
ら
れ、

空
白

期
間
を
挟
む
も
の
の、

そ
れ
以
後
も
戦
場
を
描
写
す
る
景
物
と
し
て

多
用
さ
れ
て
お
り、

李
賀
詩
も
そ
の
系
譜
に
連
な
っ
て
い
る
と
い
え

る。
た
だ
し、

李
賀
以
前
の
詩
に
お
け
る
「
黒
雲」

は、

太
陽
や
樹

木 、

旗
織
な
ど
を
遮
蔽
す
る
も
の
と
し
て
描
出
さ
れ
る
こ
と
が
多
か

っ
た。

そ
れ
に
対
し
て
李
賀
の
「
黒
雲」

は
城
郭
を
破
砕
す
る
か
の

よ
う
に
重
く
の
し
か
か
る
の
で
あ
っ
た。

不
透
明
感
を
演
出
す
る

「
黒
雲」

か
ら、

重
量
感
や
圧
迫
感
を
伴
う
「
黒
雲」

へ
と
用
法
が

移
行
し
て
い
る
の
で
あ
る。
「
黒
雲」

の
語
に
限
定
し
な
け
れ
ば、

銭
起
「
広
徳
初、

豊
駕
出
関
後、

登
高
愁
望
二
首」
〈
其一
〉
の
よ

う
な
類
例
を
求
め
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る。

ま
た、
「
雲
＋
圧
＋

〔
対
象〕」

と
い
う
フ
レ
ー

ズ
は、

盛
唐
の
頃
か
ら
詠
じ
ら
れ
始
め
た

比
較
的
新
し
い
も
の
で
あ
っ
た。
「
雁
門
太
守
行」

の
第
一
句
も、

当
時
は
新
鮮
な
響
き
を
持
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
る。

「
城」

と
「
描」

が一
旬
中
に
取
り

合
わ
せ
て
詠
じ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
も
唐
代
以
降
で
あ
る。

こ
の
点
に
つ
い
て
は、

李
益
「
塞

下
曲
四
首」
〈
其
二〉
と
似
通
っ
て
い
る
た
め、

李
賀
の
独
創
と
は

い
い
切
れ
な
い
可
能
性
が
あ
る。
と
は
い
え、

李
益
が
す
で
に
破
砕

さ
れ
て
し
ま
っ
た
長
城
を
詠
じ
て
い
る
の
に
対
し
て、

李
賀
は
城
郭

が
破
砕
す
る
か
し
な
い
か
と
い
う
ギ
リ
ギ
リ
の
瞬
間
を
切
り

取
っ
て

詠
じ
て
い
る
た
め、

そ
こ
に
独
自
性
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
る。

梁

超
然
「
李
賀
詩
歌
賞
析」
（
広
西
教
育
出
版
社、
一
九
八
七）
が、

「
詩
的
開
頭
両
旬、

着
意
子
気
祭
的
消
染 、

給
読
者
勾
画
了
這
場
戦

争
緊
張
的
形
勢」
(-
五
頁）
と
指
摘
す
る
と
お
り、

城
郭
全
体
が

今
す
ぐ
に
で
も
音
を
た
て
て
崩
れ
落
ち
て
し
ま
い
そ
う
な
抜
き
差
し

な
ら
な
い
緊
迫
感
が
字
旬
に
掬
い
取
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に、
「
雁

門
太
守
行」

第
一
旬
の
す
ぐ
れ
た
技
巧
性
を
見
出
し
う
る
の
で
あ
る。

本
節
で
は
「
雁
門
太
守
行」

の
第
二
旬
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る。

「
甲
冑
に
反
射
す
る
光
が
月
に
向
か
っ
て
金
の
鱗
の
よ
う
に
輝
い
て

い
る」
と
い
う
こ
の
旬
に
は、

ど
の
よ
う
な
特
質
が
看
取
さ
れ
る
の

で
あ
ろ
う
か。 「

甲
光
向
月
金
鱗
開」
に
つ
い
て
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ま
ず、

兵
士
の
甲
冑
に
反
射
す
る
光
を
指
す
「
甲
光」

に
つ
い
て

は、

李
賀
以
前
の
詩
に
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い。

わ
ず
か
に
張
祐

（
七
九
二
？
＼

八
五
四
？）
の
「
楚
州
章
中
丞
笙
模」
（
手
占
華
「
張

祐
詩
集
校
注」
甘
粛
文
化
出
版
社、
一
九
九
七‘
―
二
三
頁 、

全
四

旬）
に、

3
恰
値
満
堂
人
欲
酔

た

恰
も
満
堂
に
値
つ
れ
ば
人
酔
わ
ん
と
欲

す
わ
ず

4
甲
光
継
触一
時
醒

甲
光
綾
か
に
触
る
れ
ば
一
時
に
醒
む

と
詠
じ
ら
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る。

こ
の
「
甲
光」
は
堕
模
の
表
面

の
光
沢
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
た
め、

李
賀
詩
と
の
関
連
性
は
薄
い。

た
だ
し、
「
甲」

と
「
光」

の
両
字
を
用
い
な
が
ら
光
を
反
射
さ
せ

た
甲
冑
を
詠
じ
る
例
は
唐
代
以
前
か
ら
見
受
け
ら
れ
る。

以
下、

そ

れ
ら
に
つ
い
て
検
討
を
加
え、

李
賀
詩
と
の
共
通
点、

あ
る
い
は
相

違
点
を
探
り
た
い。

察
淡
（一
七
七
＼
？）
の
「
悲
憤
詩」
〈
其一
〉
（「
全
漢
詩」
巻
七）

に
は
次
の
よ
う
に
詠
じ
ら
れ
て
い
る。

7
海
内
興
義
師

海
内

義
師
を
興
し

8
欲
共
討
不
祥

共
に
不
祥
を
討
た
ん
と
欲
す

9
卓
衆
来
東
下

卓
の
衆
来
た
り
て
東
下
し

10
金
甲
耀
日
光

金
甲

日
光
に
耀
＜

「
金
甲」

の
旬
は、

甲
冑
が
日
光
を
反
射
し
て
輝
い
て
い
る
と
い

っ
て、

董
卓
軍
の
勢
力
の
盛
ん
な
さ
ま
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る。

曹
不一
(-
八
七
＼

二
二
六）
の
「
至
広
陵
於
馬
上
作」
（「
全
魏
詩」

巻
四、

全
ニ
ニ
旬）
の
第
三
・

四
旬
に、
「
文
矛
成
山
林、

玄
甲
耀

日
光
（
文
矛
山
林
を
成
し、

玄
甲
日
光
に
耀
く）」

と
あ
る
の
は、

「
金」

と
「
玄」

と
の
違
い
が
あ
る
だ
け
で、
「
悲
憤
詩」

と
似
た
表

現
と
な
っ
て
い
る。

玩
籍
（
ニ
―
O
S

二
六
三）

の
「
詠
懐
詩
八
十
二
首」
〈
其
三
十

九〉
（「
全
魏
詩」

巻一
0、

全
一
四
旬）
に
も
類
例
が
あ
る。

5
良
弓
挟
烏
号

良
弓

烏
号
を
挟
み

6
明
甲
有
精
光

明
甲

精
光
有
り

第
六
旬
は、

曹
植
「
上
先
帝
賜
鎧
表」
（「
初
学
記」

巻
二
二、

武

部、

甲
六）
に、
「
先
帝
賜
臣
鎧 、

黒
光
・

明
光
各一
領
（
先
帝
臣

お
の
お
の

に
鎧
を
賜
う、

黒
光
・

明
光
各
一
領）」

と
あ
る
の
を
踏
ま
え
て

い
る
の
で
あ
ろ
う。

日
月
の
光
と
明
言
さ
れ
て
は
い
な
い
も
の
の、

や
は
り

光
を
た
た
え
た
き
ら
び
や
か
な
甲
冑
を
指
す。

続
い
て、
「
文
選』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
播
岳
（
二
四
八
＼

三
〇

0)

の
「
関
中
詩」
（
巻
二
0、

全―
二
八
旬）
を
取
り

上
げ
る。

27
素
甲
日
耀

素
甲
は
日
の
ご
と
く

耀
き

28
玄
幕
雲
起

玄
幕
は
雲
の
ご
と
く

起
こ
る

「
素
甲」
に
つ
い
て
李
善
は、
『
楚
漢
春
秋」
よ
り、
「
趙
中
大
夫
日 、

『
臣
聞
越
王
旬
践
素
甲
三
千」
（
趙
中
大
夫
日
く、
「
臣
は
越
王
旬
践
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の
素
甲
の
三
千
な
る
を
聞
く』
と）」
と
い
う
記
事
を
引
い
て
い
る。

対
句
に
は
雲
が
登
場
し
て
い
て、

李
賀
と
発
想
が
類
似
す
る。
『
文

選』
に
収
録
さ
れ
る
よ
う
な
広
く

知
ら
れ
た
作
品
で
あ
る
点
も
加
味

す
れ
ば、

こ
の
あ
た
り
に
「
雁
門
太
守
行」

初
二
旬
の
全
体
的
な
構

成
の
淵
源
を
求
め
う
る
か
も
し
れ
な
い。

唐
代
に
入
っ
て
か
ら
も
同
様
の
モ
チ
ー
フ
が
さ
ま
ざ
ま
な
バ
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
詠
じ
続
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
る。

ま
ず
は
韓
休
（
六
七
三
S

七
四
0)

の
「
奉
和
聖
制
送
張
説
巡

辺」
（「
全
唐
詩」
巻―
―
一

、

全
二
0
旬）
を
見
た
い。

7
曙
光
揺
組
甲

曙
光

組
甲
に
揺
れ

8
疏
吹
饒
雲
施

疏
吹

雲
施
を
饒
る

「
組
甲」

は
ひ
も
で
皮
や
金
属
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
作
っ
た
甲
冑

を
指
す。

威
容
を
整
え
た
兵
士
た
ち
の
甲
冑
に
朝
焼
け
の
光
が
当
た

っ
て
揺
ら
め
く
よ
う
に
反
射
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
ろ
う。

天
宝
十
三
載
（
七
五
四）
の
進
士
で
あ
る
韓
翔
の
「
送
劉
将
軍」

（『
全
唐
詩」
巻
二
四
五 、

全
八
旬）
に
つ
い
て
は
首
聯
を
引
く。

明
光
細
甲
照
姫
蝦

明
光

細
甲

姫
蝦
を
照
ら
す

昨
日
承
恩
拝
虎
牙

昨
日
恩
を
承
け
て
虎
牙
を
拝
す

「
蛭
蝦」

と
は
首
筋
を
保
護
す
る
鎧
の
こ
と
で
あ
り、

光
が
そ
の

あ
た
り
を
照
ら
し
出
し
て
い
る
と
い
う。

甲
冑
の
細
部
に
観
察
を
及

ぼ
し
た
旬
と
な
っ
て
い
る。

挑
合
（
七
七
八
＼

八
五
九）
の
「
剣
器
詞
三
首」
〈
其
二〉
（
呉
河

清
「
挑
合
詩
集
校
注」
上
海
古
籍
出
版
社、
二
0―
二、

五
四
二
頁 、

全
八
旬）
は、

舞
曲
の
歌
詞
で
あ
り、

次
の
よ
う
に
見
え
て
い
る。

3
雪
光
偏
著
甲

雪
光

偏
に
甲
に
著
れ

と
ど

4
風
力
不
禁
旗

風
力

旗
を
禁
め
ず

「
挑
合
詩
集
校
注』
が
「
謂
甲
映
雪
光 、

旗
不
禁
風」
（
五
四
三
頁）

と
い
う
よ
う
に、

甲
冑
が
雪
明
り
に
照
り
映
え、

旗
が
風
に
揺
れ
る

様
子
を
詠
じ
て
い
る。

続
い
て、

会
昌
四
年
（
八
四
四）

の
進
士
で
あ
り、

挑
合
な
ど
と

交
際
の
あ
っ
た
馬
戴
の
「
贈
淮
南
将」
（「
全
唐
詩」
巻
五
五
五 、

全

―
二
旬）
は
ど
の
よ
う
に
詠
じ
ら
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か。

9
塞
色
侵
旗
動

塞
色

旗
を
侵
し
て
動
き

10
寒
光
鎖
甲
明

寒
光

鎖
甲
明
ら
か
な
り

寒
々
し
い
光
が
甲
冑
を
明
る
＜
照
ら
し
出
し
て
い
る、

と
い
う
の

で
あ
る。

改
め
て
述
べ
て
お
け
ば、

李
賀
以
前
の
詩
に
お
い
て
「
甲
光」

の

語
が
甲
冑
に
反
射
す
る
光
の
意
で
用
い
ら
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た。

た
だ
し、
「
甲」

と
「
光」

の
両
字
を
使
用
し
な
が
ら
同
様
の
モ
チ

ー
フ
を
詠
じ
た
例
は
少
な
く
な
い。

察
淡
や
曹
不一
を
そ
の
先
躁
と
見

な
し
う
る。

ま
た、

雲
と
対
に
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら、
「
雁

門
太
守
行」

の
初
二
旬
が、

溜
岳
「
関
中
詩」

に
発
想
を
借
り
て
い
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た
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
前
述
し
た
と
お
り
で
あ
る。

「
金
鱗」

の
語
に
関
し
て
も
李
賀
の
独
自
性
が
う
か
が
え
る。

唐

代
以
前
の
詩
に
「
金
鱗」

の
語
は
見
ら
れ
な
い。

従
っ
て
こ
の
語
を

詩
に
取
り

入
れ
た
早
い
例
は
杜
甫
（
七
ご一
S

七
七
0)
で
あ
る
と

判
断
で
き
よ
う。

21
泉
出
巨
魚
長
比
人

泉
は
巨
魚
を
出
し
て
長
さ
は
人
に
比
す

22
丹
砂
作
尾
黄
金
鱗

丹
砂
を
尾
と
作
し
黄
金
を
鱗
と
す

「
沙
苑
行」
（
仇
兆
蒸
「
杜
詩
詳
註」
巻
三、

全
二
四
旬）

馬
の
放
牧
地
で
あ
る
沙
苑
の
泉
か
ら
出
て
き
た
魚
は
人
間
ほ
ど
大

き
く、

そ
の
尾
は
赤
く、

鱗
は
黄
金
で
あ
っ
た
と
い
う。

沙
苑
の
霊

験
を
示
唆
す
る
か
の
よ
う
な
異
形
の
魚
だ
っ
た
の
で
あ
る。
「
金
鱗」

と
熟
す
わ
け
で
は
な
い
も
の
の、

字
義
ど
お
り

黄
金
の
よ
う
に
き
ら

め
く

魚
の
鱗
を
詠
じ
て
い
る
の
で
あ
る。

李
紳
（
七
七
二
＼

八
四
六）

の
「
憶
東
湖」
（
慮
燕
平
「
李
紳
集

校
注」
中
華
書
局、

二
0
0
九 、

四
四
頁 、

全
八
旬）
は
洪
州
城
内

に
あ
る
東
湖
で
舟
遊
び
を
し
た
と
き
に
見
た
景
色
を
回
想
し
た
作
品

で
あ
る。

5
魚
驚
翠
羽
金
鱗
躍

魚
は
翠
羽
に
驚
い
て
金
鱗
躍
り

6
蓮
脱
紅
衣
紫
蒟
拙

蓮
は
紅
衣
を
脱
し
て
紫
莉
拙
＜

採
餌
す
る
た
め
に
水
面
に
降
り
た
鳥
に
魚
が
驚
い
て
身
を
翻
し
た

瞬
間
の
鱗
の
き
ら
め
き
を、
「
金
鱗
躍
る」

と
詠
じ
た
の
で
あ
る。

こ
れ
以
降
の
唐
詩
に
お
い
て
も
「
金
鱗」

の
語
は
用
い
ら
れ
る
が、

そ
の
う
ち
の
ほ
と
ん
ど
が
魚
の
美
称
で
あ
り、

李
賀
の
よ
う
に
「
金

鱗」

を
比
喩
的
に
用
い
た
例
は
見
ら
れ
な
い。

こ
こ
ま
で
「
雁
門
太
守
行」

の
第
二
旬
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て

き
た。

こ
の
旬
に
お
い
て
ま
ず
特
筆
す
べ
き
は、
「
甲
光」

の
語
が

前
代
の
詩
に
見
ら
れ
な
い
点
で
あ
る。

李
賀
は、
「
甲」

と
「
光」

を
別
々
に
詠
じ
る
察
淡
や
曹
不一
を
は
じ
め
と
す
る
漢
魏
六
朝
期
の
詩、

あ
る
い
は
そ
の
延
長
上
に
あ
る
中
唐
ま
で
の
詩
に
着
想
を
得
た
上
で、

自
分
な
り
の
工
夫
を
こ
ら
し
て
い
る
の
で
あ
る。
「
金
鱗」

の
語
に

つ
い
て
も
唐
代
以
前
の
詩
に
用
い
ら
れ
た
形
跡
は
な
い。

唐
代
に
至

っ
て
も、

明
ら
か
に
李
賀
以
前
の
例
と
判
断
で
き
る
の
は
杜
詩
の
み

⑩

で
あ
り、

こ
れ
も
「
金
鱗」

の
二
字
が
熟
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い。

つ
ま
り
こ
の
語
に
つ
い
て
は
李
賀
や
李
紳
を
先
駆
と
す
る
の
で
あ
っ

て、

こ
こ
で
も
李
賀
は
先
人
の
手
垢
が
つ
い
て
い
な
い
語
を
選
び
取

っ
て
い
る
と
い
え
る
の
で
あ
る。

以
上
の
よ
う
に、

語
彙
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て、

前
代
の
表
現
に
捉

わ
れ
な
い
新
鮮
味
を
醸
し
出
し
て
い
る一
方、

光
を
反
射
す
る
甲
冑

と
い
う
詩
の
素
材
は
伝
統
的
な
も
の
で
あ
っ
た。

本
節
で
は
「
甲」

と
「
光」

の
両
字
を
用
い
て
い
る
詩
旬
を
中
心
に
取
り

上
げ
て
き
た

が、

そ
れ
以
外
の
文
字
に
よ
っ
て
同
様
の
モ
チ
ー
フ
を
詠
じ
た
詩
旬

も
含
め
れ
ば、

こ
う
し
た
モ
チ
ー
フ
が
い
か
に
多
く
の
詩
人
た
ち
に



注
目
さ
れ
て
き
た
か
が
一
層
は
っ
き
り
す
る
だ
ろ
う。

今
は
そ
れ
ら

の
表
現
を
逐一
検
討
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が、

仮
に
こ
う
し
た
モ

チ
ー
フ
を
詠
じ
た
表
現
群
に
お
け
る
李
賀
の
独
自
性
を
見
出
す
と
す

れ
ば、

そ
れ
は、

広
い
空
間
を
瞬
時
に
捉
え
た
手
際
の
よ
さ
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る。

つ
ま
り、

漢
魏
六
朝
期
の
例
に
し
て
も、

李
賀
以

前
の
唐
詩
に
し
て
も、

語
り

手
の
視
点
は
あ
く
ま
で
光
を
は
じ
い
て

い
る
甲
冑 、

な
か
ん
ず
く

兵
士
た
ち
に
向
け
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し、

李
賀
の
旬
は、

月
と
兵
士
た
ち
を
結
ぶ
空
間、

光
の
往
来
す
る
そ
の

広
い
空
間
を
も
含
ん
だ
表
現
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る。

こ
の
よ
う

に
理
解
す
る
場
合、
「
向
月」
と
い
う
語
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

重
み
を
持
つ
こ
と
に
な
る。
「
雁
門
太
守
行」

と
趣
向
は
異
な
る
が、

例
え
ば
買
島
（
七
七
九
＼

八
四
三）
の
七
絶
「
夜
集
烏
行
中
所
居」

（
斉
文
榜
「
買
島
集
校
注
j

人
民
文
学
出
版
社、

二
0

0

1

、

四
七

九
頁）
に
は
次
の
よ
う
に
詠
じ
ら
れ
て
い
る。

ま
た

1
環
櫨
促
席
復
持
杯

環
燻
席
を
促
し
て
復
杯
を
持
す

2
松
院
双
扉
向
月
開

松
院
の
双
扉

月
に
向
か
っ
て
開
く

仮
に
こ
の
詩
が
五
言
詩
だ
と
し
て、
「
松
院
双
扉
開」

と
し
て
し

ま
っ
て
は、

旬
の
含
む
空
間
的
な
奥
行
き
が
ほ
と
ん
ど
感
じ
ら
れ
な

く
な
っ
て
し
ま
う。
「
雁
門
太
守
行」

に
つ
い
て
も
そ
れ
は
同
様
で

あ
る。

単
に
甲
冑
を
鱗
に
喩
え
る
と
い
う
比
喩
の
奇
抜
さ
の
み
を
前

面
に
押
し
出
す
よ
う
な
旬
で
あ
っ
た
な
ら
ば、

あ
る
い
は
韓
愈
に
激

後
世
の
詩
へ
の
影
響

既
述
の
と
お
り、
「
雁
門
太
守
行」

の
初
二
旬
は、

韓
愈
に
評
価

さ
れ
た
の
を
は
じ
め
と
し
て、

王
安
石
や
楊
慎
と
い
っ
た
後
世
の
詩

人
の
議
論
の
的
と
も
な
っ
た。

ま
た、

そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず、

実
作
に
も
取
り

入
れ
ら
れ
て
い
っ
た。

と
り
わ
け
冒
頭
の
「
黒
雲」

の
旬
は
摸
擬
の
対
象
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
だ。

本
節
で

は
そ
う
し
た
例
を
取
り

上
げ
て、

後
世
の
詩
人
に
対
す
る
李
賀
「
雁

門
太
守
行」

の
影
響
の
一
端
を
確
認
し
て
い
き
た
い。

罪
補
之
(

1

0

五
三
s
-
―
1

0
)

の
「
滸
栖
巌
寺 、

呈
提
刑
学

士
毅
夫
兄」
（「
維
肋
集」
巻
九 、

全
五
〇
旬）
に
は、

1
飛
楼
圧
城
城
跨
野

飛
楼
城
を
圧
し
て
城
は
野
に
跨
り

2
黄
河
透
進
避
条
華

黄
河

透
造
と
し
て
条
華
を
避
く

と
あ
る。

城
郭
全
体
を
威
圧
す
る
よ
う
に
高
く
そ
び
え
る
楼
閣
が
詠

じ
ら
れ
て
い
る。

同
じ
く

宋
代
の
部
粛
(

1

0

九一
＼―

-
三
二）

は
「
雹
」

（『
枡
棚
集』

巻
七、

全
―
二
旬）

に
お
い
て、
「
城」

を

「
山」

に、
「
推」

を
「
頚」

に
入
れ
替
え
て、

次
の
よ
う
に
い
う。

1
黒
雲
圧
山
山
欲
頚

黒
雲
山
を
圧
し
て
山
類
れ
ん
と
欲
し

2
阿
香
推
車
振
不
開

阿
香
車
を
推
し
て
振
る
え
ど
も
開
か
ず

山
が
崩
れ
る
ほ
ど
に
重
々
し
く
か
ぶ
さ
る
雲
が
描
写
さ
れ
て
い
る。

賞
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い。
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「
阿
香
車
を
推
す」 、

つ
ま
り

雷
が
鳴
っ
て
も
び
く
と
も
し
な
い
よ
う

な
厚
い
雲
な
の
で
あ
る。

宋
代
以
降
の
詩
人
も
「
黒
雲」

の
旬
に
ア
レ
ン
ジ
を
加
え
な
が
ら

転
用
し
て
い
る。

延
祐
(-
三一
四
S一

三
二
0)
初
年
の
進
士
で

あ
る
王
祈
は
部
粛
と
同
じ
よ
う
に
「
城」

を
「
山」
に
作
っ
て
い
る。

ど
う
ひ
ょ
う

3
猜
隧
折
樹
怒
未
已

檸
隧
樹
を
折
っ
て
怒
り

未
だ
已
ま
ず

4
黒
雲
圧
山
山
火
起

黒
雲
山
を
圧
し
て
山
火
起
こ
る

「
焼
山」
（「
伊
濱
集」
巻
五 、

全
二
八
旬）

狂
っ
た
よ
う
に
吹
き
荒
れ
る
風
が
木
々
を
な
ぎ
倒
し
て
も
や
ま
ず、

落
雷
に
よ
る
自
然
発
火
で
あ
ろ
う
か、

山
火
事
も
起
こ
っ
た
と
い
う

の
で
あ
る。

順
治
十
六
年
（一
六
五
九）
の
進
士
で
あ
る
葉
方
藷
も

新
た
な
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
生
み
出
し
た。

1
黒
雲
圧
波
波
如
山

黒
雲
波
を
圧
し
て
波
山
の
如
し

2
銀
城
雪
屋
翻
飛
間

銀
城

雪
屋

翻
飛
の
間

「
渡
江
行」
（「
読
書
斎
偶
存
稿」
巻
三、

全
二
〇
旬）

重
圧
感
の
あ
る
雲
と、

山
の
ご
と
く

高
く

盛
り

上
が
っ
た
波
の
せ

め
ぎ
合
い
が
臨
場
感
を
伴
っ
て
表
さ
れ
て
い
る。

「
黒
雲」
の
旬
は
日
本
の
詩
人
に
も
影
響
を
与
え
た。

頼
山
陽
（一

七
八
O
S一

八
三
二）
の
「
重
謁
加
藤
肥
州
廟
引」
（『
山
陽
詩
紗」

巻
四、

全
三
二
旬）
に
は、

次
の
よ
う
に
見
え
て
い
る。

17
大
雪
圧
城
城
欲
俯

大
雪
城
を
圧
し
て
城
俯
せ
ん
と
欲
す

お
わ
り
に

は
だ

ね
ば

あ
か
ぎ
れ
ま
さ

18
凍
鎧
鈷
膚
鞍
且
剖

凍
鎧
應
に
貼
り

鞍
且
に
剖
け
ん
と
す

城
を
押
し
つ
ぶ
す
ほ
ど
の
大
雪
が
降
る
冬
の
戦
場
を
描
写
し
て
い

る
の
で
あ
る。

以
上
に
列
挙
し
て
き
た
詩
を
見
て
わ
か
る
よ
う
に、

後
世
の
詩
人

た
ち
は
さ
ま
ざ
ま
に
語
彙
を
入
れ
替
え
な
が
ら
「
黒
雲」

の
旬
を
自

作
に
取
り

入
れ
て
い
る。

そ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
す
べ
て
の
詩
に
共

通
し
て
い
る
の
は、

第
三
字
に
「
圧」

を
用
い
る
こ
と、

第
四
・

五

字
に
同
じ
字
を
重
ね
る
こ
と
の
二
点
で
あ
る。

ま
た、

大
半
の
詩
に

お
い
て、
「
黒
雲」

の
句
に
摸
擬
し
た
旬
が
初
旬
に
配
置
さ
れ
て
い

る
た
め、

そ
こ
に
李
賀
詩
の
影
轡
を
看
取
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る。

初
旬
に
配
し
て
こ
そ、

摸
擬
し
た
旬
の
詩
的
効
果
が
最
大
限
に
発
揮

で
き
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う。

こ
こ
ま
で
李
賀
「
雁
門
太
守
行」

の
初
二
旬
に
つ
い
て
考
察
を
加

え
て
き
た。

二
旬
の
特
質
を
改
め
て
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る。

第
一
旬
の
「
黒
雲」

の
語
は、

李
賀
以
前
に
お
い
て
も
し
ば
し
ば

戦
場
の
景
物
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た。

た
だ
し
そ
れ
ら
は
木
々
や

旗
織
な
ど
と
い
っ
た
対
象
を
覆
い
隠
す
遮
蔽
物
と
し
て
詠
じ
ら
れ
る

こ
と
が
多
い。

城
郭
を
破
壊
し
か
ね
な
い
ほ
ど
重
々
し
く
の
し
か
か

る
「
黒
雲」

を
詠
じ
て
い
る
の
は
李
賀
の
み
で
あ
る。
「
雲
＋
圧
＋
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〔
対
象〕」

と
い
う
フ
レ
ー

ズ
は、

盛
唐
の
頃
か
ら
詠
じ
ら
れ
始
め
た

新
し
い
も
の
で
あ
っ
た。

特
段
目
新
し
い
語
彙
は
用
い
ら
れ
て
い
な

い
も
の
の、

そ
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て、

城
郭
が
瓦
解
す
る
寸
前

の、

緊
張
感
を
伴
っ
た
劇
的
な
場
面
を
形
象
す
る
こ
と
に
成
功
し
て

い
る。

ま
た、

後
世
の
「
黒
雲」

の
旬
を
摸
擬
し
た
旬
が、

第
四
・

五
字
に
同
字
を
重
ね
る
リ
ズ
ム
を
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る

と、

こ
う
し
た
リ
ズ
ム
が
「
黒
雲」

の
旬
に
欠
か
せ
な
い
特
徴
と
し

て
後
の
詩
人
た
ち
に
認
識
さ
れ
て
い
た
と
理
解
で
き
る。

第
二
旬
に
つ
い
て
は
ま
ず、

前
代
に
は
ほ
と
ん
ど
用
い
ら
れ
て
い

な
い
語
彙
を
詠
じ
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
質
が
看
取
さ
れ
る。

切
り

離

し
て
別
々
に
詠
じ
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
「
甲」

と
「
光」

を
熟
語
と

し
て
詩
に
用
い
た
の
は
李
賀
が
最
初
で
あ
ろ
う。

先
例
を
十
分
踏
ま

え
た
語
彙
で
あ
る
だ
け
に
自
然
な
印
象
を
与
え
る
語
と
な
っ
て
い
る。

「
金
鱗」

に
つ
い
て
は、

杜
甫
の
よ
う
な
類
似
し
た
先
行
例
や、

李

紳
の
よ
う
な
ほ
ぼ
同
時
代
の
例
が
あ
っ
た。

当
時
の
詩
語
と
し
て
は

新
鮮
な
語
彙
で
あ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う。

光
を
反
射
さ
せ
て
い
る
兵
士

の
甲
冑
に
見
立
て
た
の
は
李
賀
の
独
創
で
あ
る
と
判
断
で
き
る。

月

光
を
は
じ
く
甲
冑
を
身
に
ま
と
い
な
が
ら
う
ご
め
く

兵
士
の
集
団
は、

さ
な
が
ら
地
上
を
泳
ぐ

大
魚
で
あ
っ
た。

月
と
兵
士
を
単
に
点
綴
す

る
の
で
は
な
く、

そ
の
中
間
を
も
含
ん
だ
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
空
間
が

描
出
さ
れ
て
い
る
の
も
「
甲
光」

の
旬
の
持
ち
味
で
あ
る。

二
句
に
使
用
さ
れ
て
い
る
そ
れ
ぞ
れ
の
モ
チ
ー
フ
は
李
賀
以
前
の

詩
に
も
詠
じ
ら
れ
て
お
り、

唐
代
に
入
っ
て
か
ら
も
同
様
で
あ
っ
た。

例
え
ば、

光
を
反
射
さ
せ
る
甲
冑
と
い
う
モ
チ
ー
フ
は、

漢
末
こ
ろ

か
ら
李
賀
に
至
る
ま
で
ほ
ぼ
継
続
的
に
詠
じ
ら
れ
て
き
た。
「
雁
門

太
守
行」

の
初
二
句
が
後
世
の
衆
目
を
集
め
る
よ
う
な
旬
と
な
り
え

た
理
由
は
素
材
の
目
新
し
さ
に
あ
る
の
で
は
な
い。

李
賀
は、

前
代

に
詠
じ
ら
れ
た
モ
チ
ー
フ
を
継
承
し
つ
つ、

語
彙
の
組
み
合
わ
せ
や

見
立
て
の
新
鮮
さ
に
よ
っ
て
独
自
の
詩
的
光
景
を
現
出
さ
せ
た
の
で

あ
る。

意
図
的
で
あ
る
か
ど
う
か
は
別
に
し
て
も、

い
わ
ば
あ
り
そ

う
で
な
か
っ
た
表
現、

詠
じ
ら
れ
て
み
れ
ば
確
か
に
そ
れ
が
最
も
し

っ
く
り
と
落
ち
着
く
よ
う
な
字
旬
の
配
置
が、

衆
目
を
惹
き
つ
け
続

け
る
こ
と
と
な
っ
た
外
せ
な
い
要
因
の
一
っ
と
し
て
想
定
さ
れ
る
の

で
あ
る。

注

(
1)
引
用
は
『
唐
五
代
筆
記
小
説
大
観」
（
上
海
古
籍
出
版
社、

二
0
0

0)
に
拠
る。

(
2)
松
浦
友
久
編
『
続
校
注
唐
詩
解
釈
辞
典』
（
大
修
館
書
店 、

二
0
0

一
）
は、

李
賀
が
七
歳
の
と
き
に
韓
愈
と
皇
甫
涎
が
訪
ね
て
き
て、
幼

い
な
が
ら
に
書
い
た
詩
の
で
き
ば
え
の
よ
さ
に
驚
嘆
し
た
と
い
う、
王

定
保
『
盾
擁
言」
に
収
め
る
逸
話
を
取
り

上
げ
た
上
で、
「
も
し
…
…

韓

愈
と
李
賀
が
出
会
っ
て
い
た
と
す
る
な
ら、
わ
ざ
わ
ざ
李
賀
が
韓
愈
を
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訪
問
す
る
は
ず
は
な
い。

従
っ
て、

少
な
く
と
も
ど
ち
ら
か一
方
の
逸

話
が
事
実
で
な
い
こ
と
に
な
ろ
う」

と
述
べ
る
（
担
当
執
筆
は
山
崎
み

ど
り） 。

(
3)

引
用
は
王
仲
鋪
「
升
庵
詩
話
箋
証」
（
上
海
古
籍
出
版
社、
一
九
八

七）
に
拠
る。

(
4)
王
安
石
の
発
言
は、

王
得
臣
『
塵
史」

巻
中
（
朱
易
安
・

停
瑕
珠
等

主
編
「
全
宋
筆
記」

第
一
編、
一
0 、

大
象
出
版
社、

二
0
0
三、

所

収）
に
見
え
る。

(
5)

楊
維
禎
「
鴻
門
会」
（『
鉄
崖
古
楽
府
注』
巻一
）
の
第
二
旬。

(
6)
雲
南
で
勃
発
し
た、

安
鈴
・

鳳
朝
文
の
反
乱
を
指
す。

(
7)
「
日」

と
「
月」

の
異
同
は
定
め
が
た
い
が、

第
四
句
に
「
夜」

と
あ

る
こ
と
か
ら、

本
論
で
は
底
本
に
従
い、
「
月」

に
作
っ
て
行
論
す
る。

(
8)
「
雁
門
太
守
行」
初
二
句
の
表
現
上
の
特
異
性
を
探
る
と
い
う
本
椅
の

目
的
に
照
ら
せ
ば、
「
幽
閑
鼓
吹」
な
ど
の
諸
書
の
記
述
を一
応
事
実
と

し
て
受
け
取
る
こ
と
が、

む
し
ろ
有
効
な
手
段
た
り
う
る
と
考
え
る。

そ
の
場
合、

李
賀
の
詩
の
特
異
性
も
さ
る
こ
と
な
が
ら、

そ
れ
を
評
価

し
た
韓
愈
の
作
風
や
文
学
観
に
も
配
慮
す
る
必
要
が
生
ず
る。

例
え
ば

荒
井
健
「
李
賀
の
色
彩
感
覚」
（「
秋
風
鬼
雨」

筑
摩
書
房 、
一
九
八
二、

所
収。
初
出
は
「
中
国
文
学
報」
第
三
号、
一
九
五
五）
は、

二
人
の

作
品
を
比
較
し
て
基
本
的
な
作
風
の
相
違
を
指
摘
し
た
上
で、

部
分
的

に
は
同
様
の
表
現
が
認
め
ら
れ
る
点
に
も
言
及
す
る。
一
方、

山
崎
み

ど
り
「
李
賀
と
韓
愈
ー
ー

諒
事
件
を
中
心
と
し
て

」
（『
長
崎
県
立

国
際
経
済
大
学
論
集」

第
七
九
号、
一
九
九
0)
は、

韓
愈
と
李
賀
が

緊
密
な
関
係
に
あ
っ
た
と一
般
的
に
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て、

従
来
の
通
説
に
捉
わ
れ
な
い、

綿
密
な
伝
記
的
事
実
の
検
証
が
必
要
で

あ
る
と
述
べ
て
い
る。

李
賀
詩
が
評
価
さ
れ
た
必
然
性
を
韓
愈
の
側
か

ら
探
る
に
は
考
察
す
べ
き
問
題
が
残
る
が、

そ
れ
に
つ
い
て
は
後
考
に

期
し
た
い。

(
9)
李
賀
以
降
の
肩
詩
も
含
め
れ
ば、

七
言
句
の
第
四
·

五
字
に
「
城」

字
を
配
す
る
例
と
し
て、
「
可
歎
呉
城
城
中
人、

無
人
与
我
交一
言」

（
呉
融
「
風
雨
吟」 、
「
全
唐
詩」
巻
六
八
七） 、
「
水
隔
孤
城
城
隔
山、

水

辺
時
望
憶
師
閑」
（
斉
己
「
宜
春
江
上、

寄
仰
山
長
老
二
首」
〈
其一
〉 、

王
秀
林
「
斉
己
詩
集
校
注」
中
国
社
会
科
学
出
版
社、

二
0―
-

、

四

六
四
頁）
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
が、

い
ず
れ
も
「
描」

字
と
は
結

び
つ
か
な
い。

(
10)
李
益
と
の
交
際
が
あ
っ
た
と
考
え
る
注
者
も
い
る。
例
え
ば、
「
滸
州

張
大
宅
病
酒 、

遇
江
使、

寄
上
十
四
兄」
（「
箋
注」
五
七
七
頁）
の
「
十

四
兄」

に
つ
い
て
挑
文
墜
は、
「
兄
当
是
李
益」

と
注
を
付
し
て
い
る
が、

そ
れ
に
対
し
て
「
箋
注」
は
「
不
可
信」

と
コ
メ
ン
ト
を
加
え
た
上
で

そ
の
根
拠
と
し
て、

苓
仲
勉
「
唐
人
行
第
録」
（
上
海
古
籍
出
版
社、

一
九
七
八）
に
李
益
の
排
行
は
十
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
挙

げ
る。

（
筑
波
大
学
大
学
院
在
学）
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